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　7 月２日（日）、東小学校 2 年生の親子４１名が「親子で学ぶ防災」をテーマに、クイ
ズやゲームをしながら、防災について学びました。
　地震が起きた直後の動きを考えたり、自宅から近い緊急避難場所や避難所の確認、
非常時の持ち出し品などをグループで話し合い、非常食の試食をして終わりました。
　参加した児童は、「( 寝ている時に ) 地震が起きたら、毛布に隠れてダンゴムシポーズ
をする！！」、「家でも、非常食や懐中電灯、ラジオなどの荷物を用意しておきたい」など
感想を話していました。

P6･･･ 元気報告 ( 西城 )・リレーリポート“ここで暮らしたい！”
P7･･･ 小地域サロン紹介 ( 庄原・高野 )
P8･･･ よろず相談・おでかけ応援隊寄付者紹介
　　　  団体助成案内・広告
P9･･･ 寄付者紹介
P10･･･ 地域のものがたり ( 比和 )･ 広告

困った時のお互いさま活動 親子で学ぶ防災
～東小学校２年生  PTC～



社会福祉法の一部改正に伴い、
理事・監事、評議員が新たに選任されましたので、紹介します。

社会福祉法人　庄原市社会福祉協議会　理事 13 名・監事３名
( 任期：平成 29 年 6 月 21 日～平成 31 年 6 月開催予定の定時評議員会の終結の時まで )

社会福祉法人　庄原市社会福祉協議会　評議員 24 名
（任期：平成 29 年４月１日～平成 33 年６月開催予定の定時評議員会の終結の時まで）

№ 氏　名 役　職 所属・職名
１ 山内　文雄 会　長 学識経験者

２ 秋山　義治 副会長 学識経験者

３ 藤谷　善久 副会長 庄原市自治振興区連合会長

４ 八谷　文策 副会長 （社福）さくら学園理事長

５ 住田　鉄也 理　事 庄原市老人クラブ連合会長

６ 三上　一城 〃 庄原市民生委員児童委員協議会長

７ 佐藤　浩子 〃 庄原市地域女性団体連絡協議会長

８ 上田　正之 〃 庄原市役所 地域包括支援課 第１層生活支援コーディネーター

９ 尾野　素子 〃 広島県老人福祉施設連盟理事代理

10 増永　勝義 〃 学識経験者

11 横山　邦和 〃 東城自治振興区連絡協議会長

12 井上　清憲 〃 上高自治振興区長

13 奥田　順紀 〃 比和自治振興区地域活性化部長

１ 地子給高司 監　事 学識経験者

２ 光永　幹夫 〃 　　  〃

３ 春田　正治 〃 　　  〃

№ 氏　名 地　域 № 氏　名 地　域
１ 板本　安功 西城町 13 比原　一夫 西城町

２ 若井　久子 総領町 14 村上　聖子 東城町

３ 清水　健治 西本町 15 八谷　輝行 東城町

４ 竹本　健三 本　町 16 高原　淳尚 東城町

５ 森江　光明 高　町 17 高柴　和哲 東城町

６ 芳山　秀樹 本村町 18 若林　元美 東城町

７ 渡辺　英則 新庄町 19 家島　英明 口和町

8 田邉　良三 上原町 20 藤原　正照 口和町

9 三橋　　豊 高茂町 21 加藤　　寛 高野町

10 光本　春子 門田町 22 草谷　末廣 高野町

11 紙川　光志 西城町 23 石寺　武試 比和町

12 織田みね子 西城町 24 冨田ひろ子 比和町
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いつか一歩が踏み出せるよう
あたたかい見守り

－ひきこもり支援研修会を開催－

　8 月 1 日（火）、庄原市ふれあいセンターにて、ひきこもり支援研修会を開催しました。
　庄原市教育委員会から不登校支援の取組みの情報提供後、口和町のフリースクール
スイス村代表の木原 信行さんより、長年にわたる不登校や若者自立支援の実践をお話い
ただきました。
　その後、福山平成大学非常勤講師で臨床心理士の藤沢 真智先生より、「支援が途切れ
ることなく～気づき、つなぎ、見守る～」と題してご講演をいただきました。
　義務教育期間が終了しても支援が続くように、関係機関と連携して、本人やご家族を
見守れるような優しい地域づくりをこれからも進めていきたいと思います。

　この他にも、講演会・研修会などをつうじて、地域住民の皆さんへの理解を広められ
るような取組みをしています。

　　ひきこもってしまう状態から　

　　　　“人とつながる”　“地域とつながる”へ、一歩ずつ

家族会　つばさ
定 例 会：毎月第 3 金曜日 10：00 ～ 11：30　東城ふれあいセンターにて　
問合せ先：庄原市社会福祉協議会　東城地域センター　☎ （08477）2－0488

ひきこもり支援を考える会

相談窓口を
公開して、
講演会や
相談会を
実施しています。

家族会　てんとうむしの会
定例会　：毎月第２木曜日　13：00 ～ 14：30　
　　　　　総領自治振興センターにて
問合せ先：事務局（総領自治振興区内）
　　　　　☎ （０８２４）８８－3067

お悩み・ご相談がありましたら、庄原市社会
福祉協議会　地域福祉課までお気軽にご相談
ください。

☎ (０８２４)72 7ー120

東 城

比 和 総 領
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生活の不安や困りごと
ひとりで悩まないで、まずはご相談ください

自立相談支援事業　たんぽぽ
　　　 電　話：0824-72-7120　　FAX：0824-75-0084
　　　 メール：info@shakyoshobara-city.or.jp
　　　 住　所：庄原市西本町４丁目 5-26（庄原市ふれあいセンター１階）

　　　　　　　 ※職員が訪問して相談を受けることもできます

　失業、非正規雇用や低所得で生活に困っておられる方、ひとり親で仕事と子どもの将来に
不安を抱えておられる方、就職しても続かなかったり、しばらく働いてなくて就職に不安を
お持ちの方、生活の不安や心配ごとを一人で悩まずご相談ください。
　自立相談支援事業たんぽぽ（庄原市受託事業）では、相談支援員が、一人ひとりの状況に
合わせて、一緒に考え、他の専門機関と連携して心配ごとや困りごとの解決へのお手伝いを
します。
　ご家族など周りの方からの相談もお受けしています。

※または、お近くの各地域センターにご相談ください。

食べるものがない…。　
家賃の支払い、どうしよう…

毎月の家計のやりくり
がうまくいかない…

仕事が続かない。
次の仕事がなかなか
決まらない。

周りに頼れる人がいない。
どこに相談したらいいの？

相 談
家族が、ひきこもっている。

相
談
無
料

秘
密
厳
守

生活が苦しい…。公共料金の滞納もある。
借金が増えるばかり…。

失 業民生委員児童委員さんから、Ａさんがリストラで失業し、
生活に困っていると相談がありました。

●民生委員児童委員さんと一緒に自宅を訪問し、生活状
況や再就職の意思、希望する仕事内容などを確認しま
した。

●後日、A さんと一緒にハローワークを訪問。求職登録や
再就職に向けた仕事探しのお手伝いなど、就職活動の支
援をしています。

相談の一例

お金

仕事

将来への不安

生活

相談
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お金がない

自立相談支援事業 家計相談支援事業

住居確保給付金の支給 食料提供支援（フードバンク）事業

ハローワーク等と連携した就労支援 就労訓練事業

Ｂさんは、ひとり親で子どもの通院のため、たびたび
仕事を休むことになりました。
そのため、給与が減ってしまい、生活費が足りなくなっ
て相談に来られました。

●社会福祉協議会が行っている緊急生活安定資金を貸付する
ことにより、一時的に生活費を賄うことができました。

●その後、定期的な面談や電話連絡によって B さん家族の
近況を確認しました。

●子どもの通院が落ち着くと仕事を休むことも減ったので、
B さんは貸付した資金をすべて返済されました。

●今後は、子どもさんの進学に向けた応援をしていきます。

「働きたい」を応援
ハローワークへの同行支援や就
労に関する情報提供など、関係
機関と連携して、1 人ひとりの
身体・生活状況や障がいに応じ
た就労支援を行います。

家賃相当額を支給します。
離職などにより住居を失った方、または失うお
それのある方には、支援計画に位置づけられ
た就職に向けた活動をすることなどを条件に、
市から一定期間、家賃相当額（上限額有り）が
支給されます。生活の土台となる住居を整えた
上で、就職に向けた支援を行います。

あなたに合った支援計画を作ります。

生活に困りごとや不安を抱えている場合は、
まずはご相談ください。相談支援員が相談を
受けて、どのような支援が必要かをあなたと
一緒に考え、具体的な支援計画を作成し、寄
り添いながら自立に向けた支援を行います。

一時的な食料品の提供
広島市安佐北区の NPO 法人
あいあいネットと連携し、
一時的あるいは日常的に食
べ物に困る生活困窮者（世
帯）に対して、食料品を提
供します。

家計の立て直しを
アドバイス。
家計状況の「見える化」と根本的な課題を
把握し、相談者が自ら家計を管理できるよ
うに、状況に応じた支援計画の作成、相談
支援、関係機関へのつなぎ、早期の生活再
生を支援します。

柔軟な働き方による就労の場の提供
すぐに一般就労することが難しい方
のために、その方に合った作業機会
を提供しながら、個別の就労支援プ
ログラムにもとづき、一般就労に向
けた支援を行います。

相談の一例
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～自分達で、できることから～
　1人暮らし高齢者世帯や空き家の増加、また外出する機会や集まり場が少ないこと、
昔ながらのご近所とのつながりが少なくなってきた中、総領ではこれらの地域課題に取
り組もうと、各自治会単位で見守り活動や高齢者の居場所づくりについて、現在、話し
合い（第 3 層域協議体）を進めています。
　先日、ある自治会で見守り活動について考える場が持たれました。住民同士で見守り
が必要だと思われる人を挙げ、見守り員については、見守り対象者の意向を聞きながら、
この人ならと思われる方にお願いしようと話し合い、自分達ができる範囲での声かけか
ら取り組まれています。この活動を続けることで、
地域の皆さんの安全、安心につながり、災害時
や緊急時の備えにもなると考えています。
　また、別の自治会でも話し合いの場が持たれ、
集金常会や集まり場もないことから、サロンの立
ち上げにつながりました。
　これからも、地域住民の皆さんと一緒に更に
安心して暮らしやすい総領地域をめざし、活動を
進めていきたいと思います。

リレー
リポート

ここで暮らしたい！

熊野発 源流魚　“ゴギ”

西城地域センター 元気報告
　

　中国山地の一部の川の源流域にしか生息しない
源流魚ゴギをご存じですか？
　私たちは平成７年頃、地域の気の合う仲間でゴ
ギを育てようと思いつきました。始めたキッカケは、
広島県の天然記念物に指定され、釣って食べられな
くなったので、幼少の頃から食べていた山里の味を
もう一度伝えようと思ったからです。最初のうちは、

失敗も多く試行錯誤しながら、現在約４０００匹を育てるまでに至りました。
　せっかく育てたゴギをまずは、地域で味わうことが一番だと思い、いざなみ茶屋への食
材提供を始め、市内のイベントでも塩焼きを販売しています。
　ゴギを食べた人は、皆さん『旨い！』と言ってくれる。その言葉を励みに、これからも熊
野地域から山里の味を広めて行きたいと思います。
※今年６月にオープンした広島市西区・マリホ水族館の“うねる

渓流の森”で熊野のゴギが元気よく泳いでいるそうです。

総領町
総領

自治振興区

代表の田中さん
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　えびすサロン（庄原・大胡）

　やまぶきの会（高野町新市）

●活動を始めたきっかけ
　「最近、A さんはどうしとってんじゃろ？」「よ
その地域のように気軽に集まれる場があった
らいいのにね。」
　地域の方々のそんな声を受けて昨年の 12
月上旬、社会福祉協議会の方に来てもらい、
サロン開設について考える会をもちました。
参加者の皆さんからも前向きな感想が寄せら
れ、「良いことはすぐ始めよう！」と早速１月か
らサロンをスタートさせることができました。

●サロンのイチオシ
　なんと言ってもみんなの笑顔！毎月定例日には、高齢者の方を中心に毎回２５名もの
老若男女が集っています。茶話会をはじめ、歌を歌ったりシルバーリハビリ体操や昼食会、
出前講座を受けたりと、大勢で賑やかに笑顔の時間を過ごしています。

●活動を始めたきっかけ
　「昔は、いつもみんなが寄ってお茶し
たり、話をしたり・・・楽しかったんよ。」

“そんな場所をつくりたい”と一念発起！
今年初めに、長年お店をしていたスペー
スを改造して、集まる場所（サロン）を始めることになりました。
　歩いて気軽に集まれる場所では「特別なことは何もない。みんなで顔を見て“元気だっ
た？、元気で頑張ろうよ”と笑って話ができる、それが一番！」。通りに面した会場の窓は、
いつもカーテン全開で ｢寄ってお茶していきんさいや｣ とみんなを笑顔で迎えてくれる、
昔ながらの暖かい居場所にしたいと話されています。

●サロンのイチオシ
　先日、他のサロンの方々と交流をしました。近いようでなかな
か会えなくなったみんなと、久しぶりに会えて、社会福祉協議会
から輪投げを借りてゲームに挑戦！わいわい賑やかな時間を過ご

しました。忙しい人、出かけるのが億劫になった人、いろいろな人の集まりですが、やっ
ぱり集える場所があること、声を掛けあう人とのつながりの大切さを改めて感じました。
  「これからも、気軽に誰でも立ち寄れる場所を、私も元気で続けていきたい。」と話され
る笑顔が今日の“イチオシ”でした。

～いろんな地域のサロン活動をご紹介します～

わたしの地
ま

域
ち

の小地域サロン
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広島弁護士会所属（弁護士登録番号47310）

三浦益隆法律事務所

https://www.miuramitsutaka-law-office.com/

弁護士　三 浦  益 隆

〒727‐0012
広島県庄原市中本町一丁目3－1 渡辺ビル2階
庄原警察署隣　レッツ様2階 ☎０８２４ｰ７４ｰ６３１０

■ 離婚・相続などのご家庭の問題
■ 交通事故・近隣トラブルなどの事故対応

■ 債権回収・契約書チェックなどの企業様の法務
■ その他法律業務全般・訴訟代理

業務内容

　相談は無料で、24 時間 365 日職員が
対応しています。なお、夜間から早朝（緊
急時等）は、下記の専用電話にご連絡い
ただくと担当者に取り次ぎます。

　　　  ☎０８０ｰ５２３９ｰ４０８５

●法律相談（弁護士相談）
※予約制でお一人の相談時間は 30 分以内です。
日時：９月１日（金）12：45 ～ 15：45　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5－26）
相談内容：賃貸に関するトラブル、交通事故、相続、

離婚、借金問題、消費者トラブルなど
●司法書士相談
※予約制でお一人の相談時間は 45 分以内です。
日時：９月 20 日（水）13：00 ～ 16：00　
場所：庄原市ふれあいセンター
　　　（庄原市西本町四丁目 5－26）
相談内容：不動産の名義変更、相続登記・遺言、

借金の整理、成年後見、会社の登記、
簡易裁判所訴訟代理など

その他の相談にも応じています。お近くの各地域
センターまでお問い合せください。

緊急時等
専用電話

地域福祉課 ☎ （０８２４）７２－７１２０

よ ろ ず 相 談 の ご 案 内

  庄原地域

㈲ステップ様 / ㈱大和建設様
クリーンコンサルタント㈲様
㈱細川青果様 / Ｈana hair 様（2 口）
庄原スマイル薬局様 / 伊藤新聞店様
スマイル薬局板橋店様 / ㈱ユーナス様

  総領地域

匿名様 / 匿名様 / 澤　啓二様

澤　理髪店様 / 石原　行雄様

元重モータース様 / 前田　一二様

㈱里山総領様（2 口）

　ご協力いただいた皆さま、ありがとうございます。

外出支援事業 おでかけ応援隊協力寄付
７月1日から７月31日までの間に、

ご協力いただいた皆さまです。

地域や団体の福祉活動応援事業

● 助 成 額 　 1事業（1団体）につき、総事業費の２／３までとし、上限を3万円とします。
　　　　　　  （ただし、飲食代は除きます） 
● 受付期間　 平成 29 年 4 月 ～ 平成 29 年 9 月 30 日（土）まで
● 申請方法　 事前にお問い合わせいただき、所定の申請用紙でお申し込みください。
　 　　　　　 申請の際は、会則または総会資料を添付ください　
● お問合せ　 地域福祉課　(0824)72-7120 または 各地域センターまで

『赤い羽根共同募金』を財源に、地域の福祉課題解決に向けた啓発活動、ボランティア活動、
交流事業などに取り組む地域の団体や民間福祉団体、グループの活動を応援します。

市民活動・おたがいさま
活動を応援します！！
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シンセイアート株式会社
平成29年8月20日

●レポーター名　比和町三河内にお住まいの　荒木　幹さん

毎日が宝探しの
　比婆の里山暮らし

業務のご案内業務のご案内
●不動産の名義変更
●相続登記・遺言
●借金の整理

●成年後見
●会社の登記
●簡易裁判所訴訟代理等

（訴訟代理権認定第524014号）（司法書士登録番号828号）

詳しくはホームページに記載しています。
庄原　司法書士 検索

広島北部司法事務所
新住所 〒727-0012 広島県庄原市中本町一丁目8番16号  TEL0824-72-2315（要予約）

平成２９年４月１日より庄原市役所前に事務所移転しました。

庄原市是松町 5020-40　TEL0824-72-0561
0120ｰ184ｰ268

住まいの事なら何でもご相談下さい。

この度、プロパンホームサービスは、
庄原工業団地へ移転いたしました。
皆さまの大切なお住まいをより快適に
するお手伝いをしています。

三河内の棚田移転先

　一昔以上前のことだが、「三河内はいいところですね」
と広島市内に住む人から言われたことがある。　
　「何が良かったですか？」と問い返すと、「空気が澄んで

いることと、棚田とその奥に見える山並みが素晴らしい」との答えが返ってきた。
　子どもの頃から見慣れた、ごくありふれた景色だと思っていたが、確かにこんな地形は他所で
見たことがない。かんな残丘が農地となったすり鉢状の地形は、耕地整理をしたり農免道ができ
たりといった変化はあるものの、昔とほとんど変わらない。農免道の終点辺りの畔道から棚田を
見下ろすと、今流行のドローンの映像を見ているようにも感じられる。確かにいい景色だ。
　このことがきっかけで、身近な風景を撮るようになった。時刻、天候、季節によって刻々と変わ
る景色。撮れば撮るほど新しい発見がある。
　毎日が宝探し。遠くに行かなくてもすぐそばに素晴らしいものがいっぱいあるのだ。最近は山
スキーを始め、雪の比婆山連峰を歩き回りながら写真やビデオを撮っている。

　写真はブログ「比婆の山々を行く」https://hibayama.blogspot.jpで公開しています。

もといみつがいち




